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1. 研究背景・目的 

筑後川は、熊本県、大分県、福岡県、佐賀県の 4 県

を流れ、有明海に注ぐ九州最大の一級河川であり、流

域面積は 2,860km²、幹線流路延長は 143km である。 

福岡県南西部に位置し、筑後川が貫流する久留米市

では平成 29 年から 5 年連続して浸水被害が発生して

いる。最も住家被害が大きかったのは令和 3 年 8 月豪

雨であり、2,712 棟となっている。下弓削川は、久留米

市の高良山を源にし、久留米市中心市街地に流下する

一級河川である。その流域は、山間部を除きほとんど

が都市化され、特に下流部では九州自動車道久留米 IC

を控えていることから商工業施設が集中している 1)。 

一方で令和 2 年 7 月豪雨では流域の中上流部で非常

に激しい雨が降ったことで、外水位が 3 地点で過去最

高を記録している。筑後川には計画高水位等の他に、

排水ポンプの停止水位が設けられており、令和 2 年 7

月豪雨時には瀬ノ下観測所の水位は、ポンプの停止水

位まで 0.32m のところまで上昇した。 

この流域では近年総雨量や 24 時間雨量が増加して

おり、今後も住家被害が起こることが予想される。本

研究では、令和 2 年 7 月豪雨時の流況と久留米市下弓

削川流域の内水氾濫を再現し、内外水位を考慮した治

水対策を検討することを目的として研究を行った。 

2. 研究方法 

 一次元不定流解析及び二次元氾濫解析では、DHI の

MIKE11、MIKE21 FM 及び MIKE FLOOD を用いた。

研究対象地は久留米市の市街地が位置している筑後川

中下流部の左岸側である。令和 2 年 7 月豪雨が発生し

た 7 月 6 日から 7 日の期間を対象として氾濫時の再現

を行った。1 次元解析では、境界条件として上流端に

片ノ瀬、中央橋、端間の流量データを、下流端に大浦

観測所の潮位データを与えた(図-1)。また、豪雨期間中

にどれだけ内水を排水する余地があったのかを調べる

ため、上流端の片ノ瀬観測所の流量を増加させ、瀬ノ

下観測所の水位の変化を調べた。2 次元解析では、地

形データには DEM を基に建物を考慮した地形を作成

した。降雨外力には対象期間中のデータ解析雨量の時

間雨量の値を与えた。また、堤内地における下弓削川

と水路網は MIKE11 で再現した（図-2）。下弓削川は勾

配が緩やかで、豪雨時には閉門した水門の影響が水位

観測所まで及ぶため、流出解析から境界条件を与える

ことは難しい。そこで、MIKE FLOOD を用いて、上流

端及び両岸を地形データと接続することで降雨外力か

           

  

   

   
   

   

        
            
        
          
           
     
    

図- 1 研究対象地域 

  
    

図- 2 2次元氾濫解析 接続条件 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   

 
 

  
 

              
                  
                    
                    
                    

     

      

図- 3 上流端の片ノ瀬観測所の流量を増加させた時の 

瀬ノ下観測所の水位の変化 

 

土木学会西部支部研究発表会 (2023.3)II-006

-105-



ら直接氾濫解析を行った。 

3．解析結果及び考察 

(1) １次元解析の結果 

図-3は上流端の片ノ瀬観測所の流量を 100m3/s ずつ

増加させた時の瀬ノ下観測所のピーク水位の変化を表

したものである。計算結果からピーク流量を 400m³/s

増加させた時に、瀬ノ下観測所の排水ポンプの停止水

位を超え、少なくとも 300 m³/s 排水する余地があった。 

令和２年時点で筑後川流域に設置されている排水

機場の総排水量は約 560m³/s であるから、流域全体で

現況の約 1.5 倍排水することができた。また、久留米

市に設置してある排水機場に限れば、排水量は約

190m³/s であり、約 2.6 倍まで排水することができる。 

(2) 氾濫解析の結果 

図-4 に氾濫解析から求めた計算値と下弓削川の実

測水位の比較を示す。氾濫解析において、降雨から直

接算出した計算結果は実測値とおおむね一致している

ことが分かる。図-5は令和 2 年７月豪雨時の最大浸水

深である。山間部から流入してきた水によって下弓削

川の排水は間に合わず、内水氾濫が発生し、国道 210

号線では最大で 0.2～1.1m 浸水していた。 

1 次元解析の結果から、豪雨時に排水する余地があ

ったことから、排水量を 1.5 倍(22.5m³/s)、2.6 倍(39m³/s) 

と増加させ、堤内地の水位を比較した。図-6,7は排水

量を増加させた時の最大水深の差をそれぞれ表したも

のである。1.5 倍した場合で最大浸水深を 0.1～0.6m 低

下させることができた。また、2.6 倍にまで増加させた

場合、水深差は最大で 1.2m まで低下させることがで

きた。 

4．結論 

 本研究で得られた知見を以下に示す。 

令和 2 年 7 月豪雨において、片ノ瀬観測所の排水ポン

プ停止水位まで、0.32m だったが、少なくとも 300 m³/s

排水することができた。山間部より流入してきた水が

下弓削川に流れ込み、市街地で長時間内水氾濫を引き

起こした。ポンプ排水量を増加させることで、当該流

域浸水深を大きく低減させることができると考えられ

る。 
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図- 4 下道添橋観測所における計算値と実測水位の比較 

図- 5 令和 2年７月豪雨時の最大浸水深 

図- 6 排水量を 2.6倍した時の最大水深差 

        

        
        
        

        
        

        
        
        

図-7 排水量を 2.6倍した時の最大水深差 
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